








































































































































































































































































　20世紀アーカイブ仙台（及び 2016年 4月に震災アーカイブ部門が独立した 3.11オモイデア
ーカイブ）では、これまで 3万点余りの震災後の写真を収集しており、写真集にまとめる以外
にも、様々な写真展を行っている。特に大きな話題となったのは、仙台市の複合文化施設である
せんだいメディアテークが 2011年 5月にメディアを活用した震災の復旧・復興を支援するため
に立ち上げた「3がつ 11にちをわすれないためにセンター」と共働で企画した、「3月 12日は
じまりのごはん」がある。これは震災の後に最初に食べたごはんはどんなものだったのかをテー
マに、炊き出しや食事の風景を写真で紹介したもので、来場者は自らの当時の生活について思い
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出したことや感想を、自由に写真の周りに付箋で添付することが出来る。
4-2　被災地ツアーでの活用
　20世紀アーカイブ仙台による収集した震災後の写真のユニークな使い方として、「3.11オモイ
デツアー」がある。これは震災以前の沿岸部の写真を見た参加者を、その風景が消失した震災後
の沿岸部に案内し、喪失したかつてのまちの姿を想像したり（かつて訪れたことのある人に）思
い出したりしてもらうとともに、震災以前から沿岸部に住んでいた語り部となる地元の人に、辛
い震災体験の記憶を語ってもらうのではなく、写真から想起される震災以前の豊かな暮らしの思
い出について語ってもらうというツアーである。
　「3.11オモイデツアー」が誕生した経緯として、20世紀アーカイブ仙台では「3がつ 11にち
をわすれないためにセンター」と共働で 2012年 5月から「みつづける、あの日からの風景」と
いう公開サロンを定期的に開催しており、こちらで被災した沿岸部の写真を撮影した人から話を
うかがっていた。そしてこの公開サロンの中で県外から来た参加者から、沿岸部を訪問するツ
アーがないという話が出て、そうした要望に応えるために企画したのが「3.11オモイデツアー」
だった。
　最初に 2013年に行った時は、「もういちど見てみよう 3.11ツアー」という名前で、被災した
沿岸部の蒲生、荒浜、閖上の各地区をルートで案内して、各地区の成り立ちや生業について説明
するものだったが、県外から参加して初めて訪れる人にとって震災後の風景を見るだけではなか
なかイメージがわかなかった。そのため翌 2014年にやり方を変えて、3地区をルートで案内す
るのではなく、各地区を個々に訪問して滞在する形にして、地元の人と交流を深め、リピーター
になってもらうことを目指す「3.11オモイデツアー」にした。
　
4-3　残された課題
　現在、3.11オモイデアーカイブが持つ 300人余りの市民が撮影した 3万点余りの写真は、撮
影者から 3.11オモイデアーカイブ、及び 3.11オモイデアーカイブが許可した組織で使用するこ
とが出来る取り決めとなっている。この内、将来、デジタルアーカイブ化する上で必要なタグ付
けがされたものは 1,000点程である。これはタグ付けにかなりのマンパワーが必要なのと、あと
佐藤自身、「手間をかけてタグ付け作業をしてデジタルアーカイブ化しても、それによってどれ
だけ利活用されるのかが不透明で、現時点でそうした作業に注力することが出来ない」と考えて
いるところがある。
　すなわち震災翌日、停電した中でローソクの灯りをともして食事している写真は、単に「3月
12日」、「停電」、「ローソク」といったタグを付けても意味がないが、「3月 12日はじまりのご
はん」のような文脈を提供することで、いろいろな人のいろいろな体験の記憶がその写真とリン
クして再生される。タグ付けを通してある意味で写真の情報を絞り込むのではなく、リアス・ア
ーク美術館の山内が取り組む被災した人々の多様な記憶を再生することを、佐藤もまた重視して
いる。
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5．まとめ
　これまで見てきたように東日本震災から数年経って設置に向けた具体的な検討がなされ、近年
開館した震災伝承施設は、震災から 10年経つ中で多くの人の記憶から震災を風化させないよう、
県や地元自治体の震災アーカイブを活用してパネルや映像による展示を構築し、入館料も無料に
して多くの来館者に来てもらう仕組みをつくっている。
　東日本大震災津波伝承館は、三陸各地のゲートウェイとしての機能を持つことで岩手県の内外
から多くの来館者を集め、また外国語対応が可能な解説員の制度を設けた。その一方で県内の
小・中・高校生に向けた復興教育・防災教育の拠点となるよう、利用促進に向けて学校との連携
を重視している。いわき震災伝承みらい館は、地元の小・中・高校生を主な利用者層に想定し、
防災教育への活用に力を入れている。また地元の震災語り部ツアーとの連携も図っている。
　ただ震災後に誕生した施設ということもあり、リアルタイムに被災現場の写真等の震災関連資
料の収集を自ら行うことが出来ず、県や地元自治体の震災アーカイブに頼って展示を構築せざる
を得ず、また展示の内容は震災から復興までのプロセス全体を取り上げたものとなっている。
　これに対してリアス・アーク美術館、3.11オモイデアーカイブは、震災時に博物館、市民団
体として存在し、地域の文化を伝える活動に取り組んでいたことで、その当事者が自ら震災直後
から被災したまちの最後の姿や震災後の市民の日常生活を記録する写真の撮影や収集と、撮影者
の想いを文章で記録に残す作業、さらに被災者が被災する前のまちの文化的記憶を再生するため
のモノとしての「被災物」の収集といったことを行うことが出来た。そして両者とも、撮影や収
集した写真をもとにアーカイブを構築することが目的ではなく、その写真をもとに被災者が被災
する前のまちの文化的記憶や被災後の日常生活の記憶を再生し、また被災経験のない人にもその
記憶を共有してもらうことで、震災の記憶を正しく将来に伝えるといった利活用に重点を置い
て、展示や被災地ツアーに取り組んで来た。
　こうした取り組みは震災後に新たに誕生した公的な震災伝承施設では困難なことで、今後、東
日本大震災に続く南海トラフ地震等の大規模災害の発生が予想される中、各地域では過去の大規
模災害の記録と記憶をもとにそれに備えた災害対応の仕組みを準備するとともに、地域の博物
館・図書館や市民団体等による新たに発生する大規模災害の記憶と記憶を正しく残して伝える仕
3.11オモイデアーカイブのサイト 3.11オモイデアーカイブの佐藤正実代表
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組みを構築することも重要である。
──────────────
（1）2020年7月25日に行った、東日本大震災津波伝承館（いわてTSUNAMIメモリアル）副館長兼岩手県復
興局副局長兼震災津波伝承課総括課長の熊谷正則へのインタビューにもとづく。
（2）2020年7月28日に行った、いわき震災伝承みらい館館長の荒川信治、主査の武田真一、いわき市市民協
働部地域振興課中山間・沿岸地域係係長の高津紘治、そしていわき震災伝承みらい館の展示で使われて
いる資料の収集を行った医療創生大学の坂本美穂子へのインタビューにもとづく。
（3）2020年7月26日に行った、リアス・アーク美術館副館長の山内宏泰へのインタビューにもとづく。
（4）2020年7月27日に行った、ＮＰＯ法人20世紀アーカイブ仙台副理事長兼3.11オモイデアーカイブ代表の
佐藤正実へのインタビューにもとづく。
（5）明治三陸大津波の後に当時の大衆雑誌『風俗画報』が現地を取材して、臨時創刊『大海嘯被害録』を3
巻発行しており、その中で絵師が描いた図版70点を複写拡大してパネルにして展示した。
（6）山内宏泰編（2014）『リアス・アーク美術館常設展示図録 東日本大震災の記録と津波のの災害史』リ
アス・アーク美術館、3頁
（7）図書館による取り組みとしては、宮城県東松島市の東松島図書館による「ＩＣＴ地域の絆保存プロジェ
クト」による震災アーカイブの構築が有名である。
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